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第 1 節　基本層序と自然地形
　調査区は、東西に延びる丘陵を谷が南北に開析する地形である。調査区の中央に谷があり、遺構は谷頭を中心と

して北側の丘陵頂部付近のやや平坦な面から西側の、谷へと向かう丘陵斜面、谷にかけて位置する。

基本層序（第 245 図）

基本層序は以下の通りである。

Ⅰ層：黒褐色（10YR3/2）シルト層である。木の根・木の葉を含み、丘陵斜面全域に分布する表土層である。

Ⅱ層：灰黄褐色（10YR5/2）の砂質シルト層で、谷部へと向かう丘陵斜面の一部に堆積する。

Ⅲ層：にぶい黄褐色（10YR5/4）～明黄褐色（10YR6/6）の砂質シルトで、径 2 ～ 10㎜程度の礫を含む地山である。

下層は、にぶい黄褐色（10YR5/4）～明黄褐色（10YR6/6）の粘土質シルトとなる。丘陵頂部付近では、

さらに下層の白色粘土質シルト・凝灰岩質砂岩が露出しているところがある。

谷（第 247・248・292・293 図）

調査区中央を南北に縦走する谷である。K-32・33、L-32 ～ 34、M-32 ～ 34、N-32 ～ 35、O-33 ～ 36、P-33・

34、Q・R-33 ～ 35 で確認した。L-33 グリッドで北西側と北東側に分岐する。北西側は K-32 グリッドで谷頭を形

成し、北東側は調査区外へ延びる。谷の西側では 13 ～ 18 号窯跡が営まれていたが、灰原が一部流出しており、

谷の堆積土を構成している。18 号窯跡の灰原が谷の西斜面に一部残存していた。調査区内で確認した谷の規模は

長さ約 75m、上端幅約 5 ～ 29m、深さ約 3.5 ～８m である。断面形は緩やかな「V」字形である。谷底面直上に

青灰色粘土質シルト層が 0.2 ～ 0.3m 堆積しており、窯跡・灰原から流出した遺物が多く出土している。谷底では、

1 層下のⅢ層は岩盤となっている。

遺物は軒丸瓦・丸瓦・軒平瓦・平瓦・須恵器・礫石器が出土している。総破片数は 148 点で、8 点を図示した。

第 2 節　蟹沢地区東地点の遺構と遺物
蟹 沢 地 区 東 地 点 の 遺 構

東地点で確認した遺構は、窖窯９基、土坑３基、竪穴住居跡１軒の計 13 基である。遺構はⅢ層上面で確認した。

すべて調査区西側の斜面で検出している。

瓦窯と考えられる半地下式窖窯を 9 基確認した。窯跡群は調査区中央を南北に延びる谷の西側斜面上方に３基、

下方に６基がそれぞれ南北に並列して位置する。

10 ～ 15・18 号窯跡が半地下式有階無段窖窯で、16・17 号窯跡は半地下式無階無段窖窯である。後世の削平の
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ために上部施設（煙出部、天井部）が残存している窯跡はなかった。窯体側壁から炭化した構架材を確認した。灰

原は 10・16 ～ 18 号窯跡で確認した。遺物は、軒丸瓦・丸瓦・平瓦・熨斗瓦・隅切瓦などの瓦類と土師器・須恵

器が出土した。軒平瓦は出土していない。

竪穴住居跡は窯群の南に位置し、調査区中央を南北に縦断する谷と調査区外から東西に横走する谷との舌状部か

ら検出した。

窯 跡

10 号窯跡（SO10）（第 249 ～ 252 図・第 14 表）

【 確 認 状 況 】　調査区西側の斜面上方、L-31 グリッドに位置する。Ⅲ層上面で確認した。窯体は後世の削平

を受けているため残存状態は悪く、奥壁と煙出部、焼成部の一部が失われている。焼成部と燃焼部、灰原を確認し

た。他の遺構との重複関係はなく、南西に位置する 11 号窯跡との間隔は 5.4m である。

【 窯 体 構 造 】 　半地下式有階無段の窖窯である。
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【 規 模 】     残存長 4.20m、最大幅 95㎝、壁高 10㎝

【 中 軸 線 の 方 向 】　  N － 79°－ W

【 操 業 面 数 】　1 面

【 焼 成 部 】　平面形は長方形である。残存長 3.15m、最大幅 95㎝、残存壁高 10㎝、床面は 15°の角度で傾

斜する。

床面は凹凸があり、焼台と床面遺物は流入土や後世の削平のために失われている。

壁は、奥壁と南側壁が後世の削平のために失われているが、一部残存している北側壁は床面からほぼ垂直に立ち

上がる。北側壁外に架構粘土の残存範囲を確認した。

構架材は北側壁外で 20 本、南側壁外で 1 本の計 21 本を検出した（写真 33-7）。いずれも炭化しており、直径

は 2.5㎝である。構架材 10 ～ 18 付近は架構粘土が残存しており、側壁外に材を設置した後に粘土塊を被覆してい

たことが認められた。構架材は床面とほぼ同じ高さで確認され、断ち割り調査により、垂直に立ち上がる。

被熱状況は、残存する壁面、床面とも灰白色硬化している。窯体の断ち割り調査では、床面からⅢ層にかけて灰

白色硬化（4㎝）、黄橙色硬化（6㎝）、赤褐色化（18㎝）の状況を確認した。

断ち割り調査により、Ⅲ層を掘り込んだのちに床面と側壁を分割して粘土塊の貼り付けを行って窯を構築してい

ることを確認した。
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粘土質シルト
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